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兼業農象そ性の就労形饉の変容-一隻野県諏忿工業≪L苓近捧農秘・場4､一
石･恥の氷女子又象政　久係経子

　目的　一定也域・ヤ・の就雲勧向£考察J るためには。個<jの就労但紅にある-ir^ £短

期的に分祈了ろ片゜IT ?ヽ-なく。き披咆域にお川‘るヤ子総体として<ri就労動向£長期的に分聊

了る心奉射ある。奉研免'3、班儀社公・､厦気的准移し、偏'^ ・ヤ子r, ラAフ・ス､データの

変化ど£t佩した分冊・枠組にX 。て、に記課題の解明£ a 的し万る。

　方張　研低方砥､-i 暑後的数時点､■ &期朗.<i.軋祗による年齢コーぶート分冊宏£用い良≪

灯象に就旁形態の変抱似･顕著にあら占れんこい＼-浄a. これら老叢農象。既婚ヤ吾（諏､訪

市湖雨地区在住）吼）名kし. 年椴IS 2 代からl）代としａ。円助年合パo月詰間面持棒取調

査£実施。

　腿条　①全就方可耽期Pal にぶめる象庭外就旁期間の割合･3 £年コーふ一卜ほL" ーぐな,

てh-り。農業就旁期間の割むば(40代J I境に急減し７いる。c就労形ill-変化・hヽさr-

ラづフサイワルこの位置は.l加代J　[60代j　iV剛切AN- りl謄時へ　Uo代丿　凶代J

お゛第1 ^ il嵐叫" かおり｡i40代] ぱ紅梅時゛‘第ト^尤左時゛゛末子就-f 時゛の三

崎岸､である。の各コーぶ一トめ就労肉零の特徽的形態ば、紅榛前､3 〔釦代] £除芒をユー

ぷ-トお「農両君型ユ、!s拾後は「so代」　C勁代丿力い゛農柿型｡. , 120代1　□o代】が■″

嵐用着型』、[和代〕t如代い1 そのL' ^ ら£も含む変動■ 移行抑に犯恚了る。痰）湖南辺

£.‘-l・｀けるヤ子総揉のti 労布枇め最人のf^勧期ば円応年£起点､に, 振訪地方の精ま祇弑工

業の発晨と、農業の漸次的良返ふいう社会的･ 歴覧的今回h貧景として始ま。でぃる.こ

めt. 化八最し明白に認めら妬心コ一小一トに3 Iりo年代1.1れのf舶べ; である。

E 26 岸肘I- 7いnる峰養了・実舞( 籾田釦カキ伊j ）第ユ報

抹田鳶業臨大　加奏照子

　旧的　第ト報において傾庸了、号的側Si t ■,ﾋ･-ごflヽらとi>)iうrf人P’峰にくろタヽいり

殖的側脂にっいで叫らpヽ/"しfc めZ-≒今回It. 疸弧､こおけろ希かの内好揖逢にっいて明らヵヽ

に了ゐ。

　方汰　／ｸﾀ?耳^tA- 和与･: あre 'j県内今PIUZ.・）^・代へ冲代り斉養子x穴又を万象に卜無辺;2、

にい

県鬼､･非農家i.専・χ別、円漓家庭- ヂ湘床庭別け冶煥レ更･- /ﾀり♀にi^拓関陳ヽにつ

いて同様分;5､で実牝しｒこﾉ之馮･り襖に片マゐプシr一卜調乱紆果(^、一部耳叱して分聯し政。

　霜果　婿μ緬扨後I 年匹印こ約?ore か養子錬叙をT ろ。そ・μ聳や代で･^　約で駄ヵて農

心名係・もっ詐、々脳場合凍了韓葬a皆色rあゐ。雅蒙に糾すろ幡り艮劃免識爪大蝉’）

忿然を刄切にβヽヽ抑か次いてヽヽ既、状魯友うびに良案をフぐr'佃芦台-c'^ろ。手代l'にリヽ･

夕代痩辛ヵヽう聚Ifにおブてて代欠唇ぴ行り:わ几雁践■ )i延劃構造窪いこ逆転傾向がみヽられ

ろ。座俯り駒棺か7円頂蒙庭zヽ･渦ろ「ヽ、客族員相互･^ 関係ヽi-7”鈷口和妻( 早娘）」「榛ヒ

ヤ・｡駅i　り斉k･妬丿7いづヽれも良いかヽ- 「傾^'^J '% t^膏、｡蓉（父娘）」「‘舅ど妃」でヽ

|7. ク^くいっていろ港、割合恥すひい。5:和末裔≪ 礦仙とし7 17. 歳族状が席< 々の槙

成晰複雑四;）･ﾉ、帳ヽ舅開・纏格^ 転合tt Ir 閑題ダみｦれろ。又､峰・･自剛年閣やこづ゛ヵ｀い

の滴ミ度丿佐く。個動<^ 負痙齢J スきい。凛暇､の逞し膏乙ヽiま愚昧をもド仁ごろ寝、テレ

ビ･ 酒フヒ々ヽヽ沸（象族々い解旅1 かぬi出稼ぎを希望｡ず§ ものが影。しかヽしぞ和匁庭

|＝かヽてもよ脩J＼'孝の立弗に理解と恚いや'I そ示していゐもりヽへ約半数画。ろ。


